
2018-02　No.75

広島市立大学 広報誌　「west breeze」

〒731-3194 広島市安佐南区大塚東三丁目4番１号
TEL:082-830-1500（代）　FAX:082-830-1656
http://www.hiroshima-cu.ac.jp/

2017年度
芸術学研究科造形芸術専攻　修了
古川　千夏
「GEMME」（金属造形）
2017年度　修了制作
修了制作優秀作品

ふるかわ　　  ちなつ



west breezewest breeze west breezewest breeze

活躍する市大人

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　企画・広報委員会
○E-mail：kikaku@m.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel：082-830-1666　○Fax：082-830-1656
WEST BREEZEのバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞「大
学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

おめでとうございます
■情報科学研究科の学生が電気・情報関連学会中国支部連合大会で
受賞
　2017年10月、情報科学研究科（博士前期課程）１年の橋田修一さんが
奨励賞を受賞。

■情報科学部の学生らがユニーク・自作チップ・コンテストで受賞
　2018年１月、情報科学部情報工学科4年の平本和樹さん、原智裕さん、
鎌田時生さん、情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻１年の
山下裕司さんが優秀賞を受賞。

■芸術学部の教員らが第73回春の院展で受賞
　2018年３月、芸術学部の前田力准教授が最高賞となる「日本美術院春
季展賞（郁夫賞）」を受賞。その他、卒業生、大学院生らが多数入選。

■芸術学部の志水准教授が第21回文化庁メディア芸術祭で選出
　2018年３月、芸術学部の志水児王准教授の作品がアート部門の審査
委員会推薦作品に選出。  

■情報科学部の学生が情報処理学会ソフトウェア工学研究発表会で
受賞
　2018年３月、情報科学部情報工学科４年の西山佳志さんが学生研究
賞を受賞。

■芸術学部の教員らが創画展で受賞
　2018年４月、芸術学部の大庭孝文非常勤助教が春季展賞を受賞。そ
の他、卒業生が多数入選。

■軟式野球部が全国大会に出場
　軟式野球部が中国地区春季リーグを６戦全勝で優勝し、８月19日から行
われる第41回全日本大学軟式野球選手権大会に出場。

※学年は受賞当時

市大ニュース

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学 企画・広報委員会
発行日／2018年8月１日

■シンガポール交流プログラムを実施
　2018年３月、シンガポール交流プログラムに19名の学生が参加し、ホー
ムステイや企業訪問、シンガポール国立大学の学生との交流等を行いま
した。

■英国ブラッドフォード大学にて研究会を開催
　2018年３月、本学と学術交流協定を締結したブラッドフォード大学（イギ
リス）にて、研究交流の一環として研究会を開催し、広島平和研究所の
ロバート・ジェイコブズ教授、孫賢鎮准教授、国際学部の古澤嘉朗准教
授が報告を行いました。研究会には20人を超えるブラッドフォード大学教
員や学部生、大学院生が参加し、各報告後に活発な議論がなされました。

■学生表彰授賞式を実施
　2018年３月、2017年度学長奨励賞を受賞した大庭孝文さん［芸術学
研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻３年］、上村譲史さん［情報
科学研究科（博士前期課程）知能工学専攻２年］、松本千里さん［芸術
学部デザイン工芸学科４年］の授与式が行われました。大庭さんは創画
展での奨励賞受賞、上村さんは感情情報処理に関する国際ワークショッ
プでの最優秀論文賞、松本さんはTokyo Midtown Award2017での優
秀賞受賞が評価されました。

■2018年度入学式を挙行
　2018年４月、講堂大ホールで挙行。学生、保護者、教職員等約900名
が出席しました。

■国際学生寮さくらの入寮説明会・歓迎会を開催
　2018年４月、国際学生寮さくらの入寮説明会・歓迎会を開催。寮生の生
活をサポートする学生役職者をはじめ、新たに寮生活を始める学生約70
名と教職員が出席しました。

■広島市立大学塾沖縄研究報告会を開催
　2018年４月、沖縄研修に参加した塾生による沖縄研修報告会を開催。
研修に参加した14名の塾生たちが３グループに分かれ、沖縄のことを自
分自身の問題として感じよう、考えようとした成果を報告しました。

■留学ガイダンスと留学生歓迎・交流会を開催
　2018年４月、学生会館で開催。100名を超える留学生や日本人学生、
そして教職員が集まり交流を深めました。

■野田弘志名誉教授が天皇皇后両陛下の肖像画を制作
　本学の名誉教授である野田弘志先生が、天皇皇后両陛下の肖像画を
制作されました。

■芸術学研究科の学生が制作した壁面作品がホテルグランヴィア広
島に完成
　2018年５月、ホテルグランヴィア広島１階ロビーに西村七海さん［芸術
学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻２年］による壁面アートが完成
しました。

■カープアカデミー・インターンシップ参加報告会を開催
　2018年５月、広島東洋カープ企業インターンシップに参加した山田英里
香さん[国際学部４年]による報告会を開催しました。山田さんは去年９月
から今年１月まで、ドミニカ共和国のカープアカデミーで業務に携わりまし
た。

■「UNHCR難民高等教育プログラム」に関する協定を締結
　2018年６月、本学は国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）および国
連UNHCR協会と、難民に高等教育の機会を提供する「UNHCR難民
高等教育プログラム」に関する協定を国公立大学、九州・中四国地区の
大学で初めて締結しました。

※学年は当時

国際学部 武田悠 講師
『日本の原子力外交―資源小国70年の苦闘』
2018年５月、中央公論新社

国際学部 井上泰浩 教授
『アメリカの原爆神話と情報操作 「広島」を歪めたＮＹタイムズ記者とハー
ヴァード学長』
2018年６月、朝日新聞出版

10月１日（月）
10月１日（月）～12日（金）
10月８日（月・体育の日）
10月27日（土）・28日（日）
11月19日（月）～22日（木）

11月30日（金）
12月23日（日）～１月３日（木）

１月18日（金）
１月30日（水）・31日（木）
２月１日（金）～13日（水）
２月14日（木）～３月31日（日）

３月22日（金）

後期（10月１日～３月3１日）
後期授業開始
後期履修手続期間
月曜日の授業実施
大学祭
第３ターム試験期間
防火・防災訓練の日
冬季休業
開学記念日の振替日
後期補講日
後期定期試験
学年末休業
卒業式

2018年度　学年暦（後期）

サラリーマンからアカデミックな道へ
在学生、卒業生を問わず、国内外のさまざまな分野で活躍する「市大人」を紹介します。

―東海大学で働くように
なった経緯と、現在の仕事
について教えてください。
もともと会社員から社会人入
学で広島市立大学情報科学
研究科の博士後期課程に
入ったのですが、途中からは
高等専門学校教員として働きながら博士論文の研究をしていまし
た。そのため、大学院修了後の就職先はすでにあったのですが、博
士号取得を機に、研究を極めるならやはり大学しかないと思い始め
ました。大学教員を目指して就職活動をはじめたところ、縁あって今
の職場の東海大学で働くことになりました。現在は理学部の情報
寄りの数学系学科に所属し、数学と情報科学の教育研究をしてい
ます。授業は、工学部などの基礎的な数学科目を担当し、学科では
プログラミングなどの情報系の科目を教えています。

―現在はどんな研究をしていますか。
数学と情報科学が融合するような研究を理想として、日々取り組ん
でいます。前時代的ですが紙とペン（時には黒板とチョーク）で数学
の理論と奮闘し、プログラミングでその理論を実装してまた奮闘する、
それをぐるぐる繰り返す、といった感じです。特に、音や画像、動画な
どを対象にして、「数学を使って何ができるのか？」という問いに答え
るべく、研究を行っています。例えば、「数学を使ってどうすれば画像
を効率的に表現できるか？」という研究はいわゆる画像圧縮に直結
します。おかげでスマホなどのモバイルデバイスでも、高画質な画
像・動画をストレスなく扱うことができるようになり、皆さんの日常生
活とも関係しています。
数学は決して目立ちませんが、実は現代社会をいろいろなところで影
で支えており、あらゆる科学の基礎となる学問です。高度に抽象化さ
れた現代数学は、AIが急速に発展しても、最後まで到達できない領
域だと思います。しかし、数学の深化だけに固執し、専門分野を深掘
りしてただ細分化するだけでは、学問の発展はあっても、数学者では
ない人にとっては、より無味乾燥なものになってしまうかもしれません。
数学を応用できる人がいなければ、それを生かした社会貢献と科学
の発展は期待できないと思います。そこで、「数学を使って（数学以
外に）何ができるのか？」という最初の私の問いに戻ることになります。

―情報科学を学ぶきっかけはありましたか。
特にないのですが、成り行きでコンピュータサイエンスというか、情報

系の学科を専攻して、気が付いたらそれに没頭していました。今は
主に数学をやっていますし、一つの物事にハマると追求したくなる
性格なので、興味があれば実は何でもよかったのかもしれませんね。
ただ私が大学に入る2000年ごろは、ちょうどインターネットや電子
メールが流行りだして、コンピュータ時代の到来と潮目を実感してい
ました。

―市大を志望した理由を教えてください。
会社員時代に、博士号を取るために博士課程に入学しようと思っ
て、受け入れ先の指導教員の先生を外国も含めて探しました。その
時に、情報科学研究科の石光先生に思い切って相談してみたの
が始まりですね。快く受け入れてくださり、そこから今に至るアカデ
ミックなキャリアが切り拓けました。入学後に会社を退職し、高専に
就職するまでの一時期は収入ゼロの学生になったのですが、今思
い返すと結構危ない橋を渡っていました。でも良い選択だったと思
います。おかげで広島は第二の故郷になりました。

―市大の良いところを教えてください。
国際・情報・芸術の3学部でコンパクトにまとまっていて良いと思い
ます。また、この分野の組み合わせもユニークでおもしろいですね。
国公立としては比較的新しい大学なので、施設や設備も充実して
いると思います。最近、食堂などがリニューアルオープンしたみたい
ですけど、これに限らず、時代と共にどんどん発展していってほしい
です。

―最後に後輩たちへメッ
セージをお願いします。
目先の利益や雑念にとらわれ
ずに、その時興味があること、
価値があると思ったことに真
摯に打ち込んでみてください。
その積み重ねこそが、将来の
揺るぎない方向性を示唆してくれると信じています。

東海大学理学部 情報数理学科 准教授　藤ノ木 健介さん（情報科学研究科（博士後期課程）情報科学専攻2012年度修了）
ふじのき　　  けんすけ

藤ノ木健介（ふじのき・けんすけ）
広島市立大学情報科学研究科（博士後期課
程）情報科学専攻2012年度修了。
東海大学理学部情報数理学科准教授。

東海大学
http://www.u-tokai.ac.jp/

会社員として働きながら情報科学研究科博士後期課程に
入学し、現在は東海大学理学部の准教授として働く藤ノ木
さんにお話を伺いました。

ゼミ風景

研修集会での研究発表

この記事は、「学生広報サポーター」に登録している市大生自
らが取材をして作成しました。

パックンマックンの笑劇的
国際交流！

国際学部国際学科3年　森岡 菜摘
もりおか　　  なつみ

　６月22日（金）、グローバル人材育成事業の一環として、お笑い
芸人パックンマックンによる講演会「パックンマックンの笑劇的国
際交流！」が講堂小ホールで行われました。
　講演会では、「国際交流」をテーマに、日本人の英語に対する認
識や和製英語について、パックンマックンがユーモアを交えながら、
楽しくお話しされました。講演を聞いている私たちも近くの人と自己
紹介をしたり、パックンマックンの呼びかけに手をあげたりと、ただ聞
いているだけの講演会ではなかったところが実践的で、引き込まれ
ました。
　学生時代は英語が全くできなかったと語るマックンの英会話は、
そんな過去があったとはとても思えないほど素晴らしく、私たち国際
学部生にとってはとても刺激的な体験になりました。英会話におい
て、日本人は完璧主義を捨てることが大事で、「英語が話せます
か？」と聞かれたときに、「はい。」と胸を張って言ってほしいというお
二人の強いメッセージが印象的でした。
　誰とでも気軽にコミュニケーションを取ることができる、はじめの一
歩としての「魔法の言葉・こんにちは」は、確かにその通りだと思わさ
れました。そして、国際交流というもの自体の敷居が少し低くなった
ように思いました。日本に来た外国人の多くが日本語を話したいと
思っていることや、一人一人が日本の魅力を伝える代表、個人大使
として発信することの大切さなど、あらためて納得させられることが多
く、本当にたくさんの学びができました。終始ユーモラスなお二人の
語りは、面白いだけでなくたくさんの学生に貴重な時間を与えてくれ
ました。

パックンマックン　プロフィール
［写真左］吉田眞（マックン）：群馬県出身。
［写真右］パトリック ハーラン（パックン）：アメリカコロラド州出身。
1997年にお笑いコンビ結成。現在は、バラエティ番組だけでなく情報番組等で
も幅広く活躍している。

学生リポート

参加者に呼びかけるパックンマックン

本学では海外学術交流協定大学等との活発な交流・学生交換
留学を推進しています。

　前期は少人数で中国語を専門的に学び、後期は現地の学部生と
同じ授業に参加していました。大学の授業は当然ですが、私はそれ以
外の課外活動、校外活動に毎日力を入れていました。現地の大学は、
留学生が非常に少なく、後期には日本人は私１人でした。そのため多く
の中国人の友人に囲まれ、食事や旅行をはじめ、サッカー部での活動
も共にしました。留学は自分の行動力がすべてで、誰と出会うかが留学
生活を左右すると思っていました。だからこそ校外でもあらゆるイベント
に顔を出し、ボランティア活動にも参加しました。そして、すべての人と真
摯に向き合い出会いを大切にしました。
　こうしてさまざまな場に足を運び、多くの中国人と向き合っていくうち
に、彼らの温かさや考え方、日本では学べないことを五感で堪能しまし
た。人との出会いは更なる出会いを呼ぶことを身を持って感じ、そのすべ
ての出会いが私の価値観や視野を格段に広げてくれました。これら多く
の素敵な出会いに巡り合えたのは、行動力を持ってあらゆる場に足を運
び、中国人と正面から向き合い続ける姿勢があったからだと思います。
　私は中国での生活を通し、中国語だけではなく、人と信頼関係をどう
築けばいいのか、人と真摯に向き合うことの大切さを学び、何よりも出
会いの素晴らしさ“一期一会”の本当の意味を理解しました。留学は、行
くことだけにとどまらず現地で何を成し遂げるかが重要です。異国を五
感で味わい、日本で感じ
ることができないもの、
価値観に触れることが
留学の醍醐味です。楽
しいことや苦しいことも
ありますが、その瞬間を
楽しみ、乗り越えた人
は、ひと回りふた回り成
長した自分に出会える
はずです。

国際学部国際学科4年　横田 直人
よこた　　 なおと

身をもって感じた“一期一会”の大切さ

中国・国際関係学院
（海外学術交流協定大学等への学生派遣）

友人と（2列目中央が横田さん）

　高校生の頃からの夢であったハワイ大学への留学は、私の価値観
や人生観を変えた貴重な体験でした。ハワイ大学では、日本では受けら
れない授業を取りたいと思っていた為、日系移民の歴史とハワイの歴
史・神話に関する授業を取っていました。教室はいつもさまざまな人種
の生徒が集まり、多様な意見が飛び交い、日本の大学では決して体験
できないような刺激的な学生生活を送ることができました。
　課外活動では、日本人学生に英語教育研修プログラムを提供する
会社で、彼らとハワイ大学の学生のコミュニケーションを円滑にする為
に通訳としてボランティアをしていました。日本人学生と現地学生の交
流を手助けしていると、日本と海外の架け橋になれたようで喜びを感じ
ました。
　留学中において、私に最も影響を与えたのは現地の人々でした。一
つの人種から成っていない、人種の多様性がとても豊かなハワイに住
む人々は、外国人であっても“アロハ”と言って受け入れてくれる温かい
人たちばかりでした。自分自身の言動に自信を持ち、お互いを認め合え
る、「みんな違ってそれで良い」という彼らのスピリットに、自分の言動に
自信を持てていなかった私はとても触発され、積極的に主張し新しいこ
とにも挑戦できるようになりました。「人生は一度きりしかないから、全力
で楽しもう！」これが私の今の教訓です。世界に飛び出し、さまざまな人と
関わり、さまざまなことを
学び考えるという経験は
何にも代えられない貴
重なことです。一度きり
しかない人生、みなさん
も世界に飛び出してみ
ませんか。

国際学部国際学科4年　清水目 里央
しみずめ　　　 りお

人生を変えたハワイ留学

アメリカ・ハワイ大学マノワ校
（海外学術協定大学等への学生派遣）

現地の友人と（1列目左から3番目が清水目さん）

留学体験記

　書道部は、毎週火曜日の放課後に活動しており、一人一人が書
きたいものを好きなように自由に書けるので、和気あいあいと楽しく
活動をしています。普段の活動では書道練習がほとんどですが、大
学祭では、大書パフォーマンスも披露しており、去年もとても盛り上
がりました。
　部員の中には、初心者も経験者もいるので、今まで書道をやった
ことがない人も書道を体験するチャンスです！ また、学部を問わず活
動をしているので、他
の学部の人とも交流を
持ちたいと思っている
方、何か字を書いてみ
たいと思っている方は
是非見学に来てみてく
ださい。

情報科学部知能工学科2年　江守 初心
えもり　　 はつみ

広島市立大学書道部とは…
＜書道部＞

大学祭書道パフォーマンスにて

　こんにちは。広島Groo'veです（ぐるーぶと読みます。） 私たちは、
海外で家を建てるボランティアをしている団体です！ 世界には劣悪
な住まいで暮らす人達が多くいます。私たちはそんな人たちがきちん
とした家に住めるように、長期休みに約２週間、主に東南アジアの
国で家を建てるボランティアに参加しています。これまでに、フィリピ
ン・タイ・インドなどで活動してきました。訪れた国では家を建てるだけ
でなく、観光をしたり現地の人たちと交流したりと日本では体験でき
ない生活を送り、また真剣に世界の現状とも向き合います。家を建
て、現地の人が「ありがとう」と言ってくださったときは本当に涙が出
るほどうれしくなります。現地で過ごすそんな日々は毎日とっても楽し
くて忘れられない２週間になります。もちろん自分自身も成長できる
し、かけがえのない仲間にも出会うことができます！
　普段は週１回でミーティングを行い、国際問題などいろんなテー
マについて楽しく話したりしています。ほかにも募金活動を行ったり、
他大学との交流もした
りと充実した活動をし
ています。Groo’veの
ことが気になった方は
ぜ ひ T w i t t e r
（＠Groove_hfh）を
フォローしてください。

タイで現地の方たちと
（前列右から3番目が玉木さん）

国際学部国際学科3年　玉木 菜摘
たまき　　 なつみ

海外で家を建て、幸せを築く
＜Groo've＞

クラブ・サークル紹介
本学では、画像の投稿を通じ本学の魅力を再発見することを目的
として、学生および教職員向けに「画像投稿サイト」（学内限定）を
開設しています。第7回となる今回は、「市大私の自然・風景・生き
物」をテーマに写真を募集しました。このサイトに投稿された作品
の中から、最優秀賞および優秀賞を決定しています。今回は残念
ながら最優秀賞は該当がありませんでしたが、以下の通り優秀賞
を決定しました。これらの優秀作品を、ぜひ「市大ライフ」の参考に
してください。

※第8回「市大私のとっておき」画像投稿を募集しています。たくさんの投稿をお待ちし
ております。

《優秀賞》

①アイドル

②市大壁画

③朝ぼらけ

〈作品番号／投稿者〉
①松本拓也（芸術学部デザイン工芸学科2年）
②岩井千秋（国際学部教授）
③谷口和弘（情報科学研究科講師）

※学年は受賞当時

写真でみる市大ライフ

この本  ～教員の著書紹介～

■オープンキャンパス、ライブキャンパス2018開催
８月５日（日）に、「オープンキャンパス2018」を、10月８日（月・祝）に、「ライブキャ
ンパス2018」をそれぞれ開催します。ライブキャンパスでは「素顔のいちだい
編」と題して、「広島市立大学の授業ってどんな授業だろう」と思っている高校
生および保護者を対象として、広島市立大学の通常授業を体験してもらいます。
お問い合わせ先：広島市立大学事務局企画室入試グループ
（電話082-830-1503　E-mail: nyushi@m.hiroshima-cu.ac.jp）

■広島平和研究所、SNS始めました
大学の附置機関・広島平和研究所は、この春からツイッターとフェイスブックを
開設しました。イベントや刊行物など、研究所の活動について情報発信します。
◆ツイッター：twitter.com/HPI_HiroshimaCU
◆フェイスブック： facebook.com/HPI.hiroshima


